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平和の池 〔地図番号19〕 
建立年月日 

 1957（昭和32）年７月31日 

 

建立者 

 日本青年会議所 

設計者 

形状 

 池は原爆死没者慰霊碑（広島平和都市記念碑）を囲み、碑が浮かび上

がるように設計されている。（幅17ｍ、長さ70ｍ） 
建立の目的 

 第５回日本青年会議所会員大会が広島で開催された際の記念事業とし

て建設。 
特記事項 
１ 贈呈除幕式 
  日本青年会議所から広島市への贈呈除幕式の際、コイ100匹が放たれ

ました。 
  ※ 現在、生き物は飼われていません。 
 
２ 池の拡張 
  建設当初は、慰霊碑の周囲三方を囲む、幅２ｍの池でしたが、1964

（昭和39）年８月１日に「平和の灯」が設置された際、平和の灯建設
委員会により、池の後方を幅17ｍ、長さ70ｍに拡張され、現在の形に
なりました。 

 
３ 池の清掃 

  平和の灯奉賛会が毎年２回、７月末と12月末に清掃奉仕を続けてい

ます。 
 
４ 広島平和都市記念碑（原爆死没者慰霊碑）多言語説明板 

池の南の位置、慰霊碑の前側の水中に８言語（※）の碑文説明板があ

ります。これは、平成20(2008)年にＧ８下院議長会議の広島開催を機に

寄贈されたもので、令和元(2019)年、ローマ教皇の広島訪問に合わせて

更新されました。 

※ ８言語：ハングル、ロシア語、ドイツ語、英語、日本語、 

フランス語、イタリア語、中国語 
 
 
 
 
 


